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議会だより　R6.8

令和６年第２回議会定例会令和６年第２回議会定例会

　

令
和
６
年
第
２
回
議
会
定
例

会
は
６
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
、
村
長
か
ら

報
告
３
件
の
ほ
か
、
承
認
１
件
、

条
例
改
正
４
件
、
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会

計
補
正
予
算
及
び
公
営
企
業
会

計
補
正
予
算
５
件
の
合
計
10
議

案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
全
議
案
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
に
は
議
員
３
名
の

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
11
日
に

は
総
務
教
育
常
任
委
員
会
か
ら

の
意
見
書
案
４
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

村
長
報
告

◆
令
和
５
年
度
中
島
村
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

（
役
場
建
設
工
事
に
伴
う
光
フ

ァ
イ
バ
移
転
工
事
等
３
事
業
）

（
報
告
受
理
）

◆
令
和
５
年
度
中
島
村
簡
易
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

コミュニティ助成事業、65歳以上を対象と
したコロナワクチン予防接種事業等を可決

報
告
受
理

（
配
水
管
更
新
事
業
）

（
報
告
受
理
）

◆
令
和
５
事
業
年
度
白
河
地

方
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
受
理
）

専
決
処
分
（
※
）

事
項
の
報
告

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い

て
、
１
件
の
承
認
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号) 

 

令
和
６
年
４
月
18
日
専
決

　

既
定
予
算
額
に
２
，
５
９
７

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
40
億
８
，
５
１
２
万
円
と
し

た
。

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
定
額
減
税
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
金
に
係
る
事

業
を
実
施
す
る
た
め
。

（
全
会
一
致
で
承
認
）

※
専せ

ん
け
つ
し
ょ
ぶ
ん

決
処
分

　

条
例
や
予
算
な
ど
は
議
会

が
議
決
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
議
会
の
開
会
を

待
て
な
い
緊
急
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
村
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て

決
定
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

専
決
処
分
を
し
た
こ
と
は
、

次
の
議
会
で
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
決
さ
れ
た

補
正
予
算

◆
中
島
村
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
２
号)

　

既
定
予
算
額
に
４
，９
２
２

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
41
億
３
，
４
３
４
万

７
千
円
と
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
報
告

村
長
報
告

専
決
処
分

専
決
処
分
（
※
）

（
※
）

事
項
の
報
告

事
項
の
報
告

報
告
受
理

報
告
受
理

　
全
会
一
致
で
承
認

議
決
さ
れ
た

議
決
さ
れ
た

補
正
予
算

補
正
予
算
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議会だより　R6.8

・
理
由　

人
件
費
の
精
査

　
　◆

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出　

１
万
５
千
円

・
理
由　

人
件
費
の
精
査

議
決
さ
れ
た
条
例

◆
中
島
村
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　
　
　
　

原
案
ど
お
り
可
決

（
投
票
管
理
者
の
交
替
制
が
可

能
と
な
る
よ
う
改
正
を
行
っ

た
。
）

◆
中
島
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

原
案
ど
お
り
可
決

（
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
よ
る
改

正
を
行
っ
た
。
）

◆
中
島
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
案
ど
お
り
可
決

（
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
、

県
が
示
す
市
町
村
標
準
保
険
料

率
に
従
い
税
額
等
の
改
正
を
行

っ
た
。
）

歳
入
の
主
な
も
の

国
庫
支
出
金　

４
８
０
万

１
千
円
、
繰
入
金　
３
，
３
２
９

万
５
千
円
、
諸
収
入　

１
，

１
３
６
万
８
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

総
務
費

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

調
査
業
務
委
託
料　

４
６
５
万

３
千
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
費　

３
４
０
万
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
は
、
松

崎
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
滑
津
原
行
政
区

の
櫓
太
鼓
等
購
入
へ
の
助
成
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費

総
合
経
済
対
策
に
基
づ
く
給
付

事
業
費　

２
，０
５
１
万
４
千
円
、

児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
費　

２
９
７
万
円

衛
生
費

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料　

１
，
２
７
６
万
８
千
円

▽
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

医
療
機
関
で
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
補
助
は
秋

頃
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
の
主
な
も
の

国
民
健
康
保
険
税　
１
，６
１
５

万
３
千
円
（
減
額
）
、
国
庫
支

出
金　

15
万
７
千
円
、
繰
入
金　

３
万
３
千
円
、
繰
越
金　

１
，

５
８
９
万
８
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

医
療
給
付
費
分　

13
万
３
千

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分　

12
万
１
千
円
、
介
護
納
付
金
分　

51
万
円
（
減
額
）

　
◆
介
護
保
険
税
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出　

１
万
６
千
円

　

・
理
由　

人
件
費
の
精
査

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

37
万
７
千
円

会　計　別 補正前の額 補正額 補正後の額
一 般 会 計 40億8,512万円 4,922万7千円 41億3,434万7千円
国民健康保険特別 5億4,967万2千円 ▲6万5千円 5億4,960万7千円
土地造成事業特別 4,284万6千円 0 4,284万6千円
墓 地 会 計 特 別 358万2千円 0 358万2千円
介 護 保 険 特 別 5億3,541万7千円 1万6千円 5億3,543万3千円
後期高齢者医療特別 5,628万8千円 0 5,628万8千円
〇補正予算（公営企業会計）

会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

簡易水道事業
収益的

収 入 1億5,798万6千円 37万7千円 1億5,836万3千円

支 出 1億5,882万1千円 37万7千円 1億5,919万8千円

資本的
収 入 2,116万5千円 0 2,116万5千円
支 出 5,576万6千円 0 5,576万6千円

農業集落排水 
処 理 事 業

収益的
収 入 2億7,824万5千円 1万5千円 2億7,826万円
支 出 2億4,845万円 1万5千円 2億4,846万5千円

資本的
収 入 1億8,920万6千円 0 1億8,920万6千円
支 出 2億8,447万円 0 2億8,447万円

〇補正予算（一般会計及び特別会計）

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

歳
入
の
主
な
も
の

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

3

議
決
さ
れ
た
条
例

議
決
さ
れ
た
条
例
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課
税
世
帯
の
子
ど
も
加
算
の

給
付
を
５
月
末
に
実
施
し
ま

し
た
。

・
定
額
減
税

　

住
民
税
・
所
得
税
の
事
務

処
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

工
事
等
の
進
捗
状
況

　

農
道
長
寿
命
化
事
業
と
し

て
予
定
し
て
い
る
農
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
測
量
設
計
業

務
委
託
を
既
に
発
注
し
ま
し

た
。
役
場
整
備
事
業
外
構
工

事
に
つ
い
て
は
、
入
札
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
工
事
に
つ
い
て
も
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

◆
中
島
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　

原
案
ど
お
り
可
決

（
中
島
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
施
設
等
を
解
体

し
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。
）

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
陳
情
書

（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福

島
県
連
合
会
白
河
地
区
連
合
会

議
長　

藤
田
隆
司
）

◆
国
の
「
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
、
被

災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支

援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

（
福
島
県
教
職
員
組
合
中
央
執

行
委
員
長　

瀬
戸
禎
子
）

◆
国
に
対
し
「
学
校
給
食
費
無

償
化
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て
の

陳
情

（
福
島
県
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
求
め
る
会
代
表　

井
上
裕

子
・
小
川
憲
二
）

◆
県
に
対
し
「
学
校
給
食
費
無

償
化
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て
の

陳
情

（
福
島
県
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
求
め
る
会
代
表　

井
上
裕

子
・
小
川
憲
二
）

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
陳
情
４
件
が
審
査
後
、

本
会
議
で
報
告
さ
れ
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
委
員
会

よ
り
意
見
書
案
４
件
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

※
請せ

い
が
ん願
・
陳
ち
ん
じ
ょ
う情

　

請
願
と
は
、
村
政
に
関
す
る

こ
と
や
国
、
県
の
行
政
機
関
に

要
望
す
る
制
度
で
す
。
請
願
の

提
出
に
は
、
村
議
会
議
員
の
紹

介
者
１
名
以
上
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
陳
情
は
ほ
ぼ
請
願
と
同

じ
で
す
が
、
紹
介
議
員
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
報
告

・
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ　
　

　

事
業 

（
４
月
７
日
）

・
小
・
中
学
校
入
学
式

 

（
４
月
８
日
）

・
幼
稚
園
入
園
式

 

（
４
月
10
日
）

・
消
防
春
季
連
合
検
閲

 

（
４
月
21
日
）

・
小
学
校
運
動
会

 

（
５
月
18
日
）

・
交
通
安
全
防
犯
パ
レ
ー
ド

 

（
５
月
22
日
）

　

吉
子
川
小
学
校
鼓
笛
隊
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

　

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
へ
の
給
付
及
び
住
民
税
非
課

税
ま
た
は
住
民
税
均
等
割
の
み

議会だより　R6.8

　
原
案
ど
お
り
可
決

更地となった村民プール跡地

請
願
・
陳
情

行
政
報
告

（
※
）

報告を行う木村秋夫委員長

役場整備事業外構工事の様子

工
事
等
の
進
捗
状
況

定
額
減
税

物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
事
業
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議会だより　R6.8

任
期
期
満
了
に
伴
い
選
挙
管
理

委
員
・
補
充
員
を
選
出

　

選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員
は
、

令
和
６
年
６
月
30
日
に
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
６
月
定

例
会
に
お
い
て
、
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
挙
は
指
名
推
選

で
行
わ
れ
、
委
員
４
名
、
補
充

員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
委
　
員
〉

小
平　

幸
一
（
川
原
田
）

長
田　

春
治
（
吉
岡
）

有
松　

正
則
（
滑
津
原
）

小
針　

一
夫
（
浦
原
）

〈
補
充
員
〉

向
井　

正
（
岡
ノ
内
）

小
針　

正
弘
（
松
崎
）

稲
田　

喜
幸
（
二
子
塚
）

緑
川　

雄
一
郎
（
元
村
）

第
２
回
臨
時
会

　

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
５
号
に
基
づ
き
、
６
月
27
日

の
臨
時
議
会
に
議
案
と
し
て
契

約
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
中
島
村
役
場
整
備
事
業
外
構

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
役
場
の
外
構
工
事
で
駐
車
場

や
書
庫
の
整
備
等
を
行
う
も

の
）

契
約
額
１
億
１
，
２
２
０
万
円

原
案
ど
お
り
可
決

◆
令
和
６
年
度 

中
島
村
防
災

行
政
無
線
（
同
報
系
）
親
局
設

備
高
機
能
化
改
修
業
務
委
託
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
役
場
に
あ
る
防
災
無
線
操
作

卓
の
改
修
を
行
う
も
の
）

契
約
額　
　

８
，
８
０
０
万
円

原
案
ど
お
り
可
決

議会を傍聴してみませんか
初めて議会傍聴に参加して

松崎サロン代表　宮本　栄子

　松崎サロンの11名で傍聴しました。議長
の挨拶、村長のお言葉があり、一般質問では、
小室重克議員はふるさと納税、椎名議員は先
細り傾向の消防団員の確保、災害時の対策に
ついてでした。村長、担当課長の的確な答弁
は村政に真剣に取り組んでいる証だと私たち
は頷き、聴いていました。この企画をしてよ
かったです。お世話になった方々に御礼を申
し上げます。

６月議会を傍聴する松崎サロンのみなさん

議会日程を村ホームページ等で
確認する

（開会の約１週間前に公開されます）

傍聴したい日程を確認し、
開会10分前までに

議会事務局へ向かう。

傍聴券に住所・氏名などの必要
事項を記入し、傍聴席に座る。

傍聴が終わったら傍聴券を
議会事務局へ返却する。

傍聴終了。おつかれさまでした

任
期
満
了
に
伴
い
選
挙

管
理
委
員
・
補
充
員
を

選
出

令
和
６
年

第
２
回
臨
時
会

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

5
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スマホから
見られます録画中継はこちら

答 小
こ

室
むろ

　重
しげかつ

克 議員
ふるさと納税を取り扱うサイトの拡大、返礼品の充実、
返礼品取扱事業者の拡大を計画している。

問 ふるさと納税による寄附額増額にふるさと納税による寄附額増額に
向けた村の取組は？向けた村の取組は？

　

本
制
度
に
つ
い
て
改
め

て
説
明
す
る
と
、
過
疎
や

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
税

収
が
減
少
し
て
い
る
地
域

と
、
都
市
部
と
の
格
差
縮

小
の
た
め
の
寄
附
を
目
的

と
し
、
返
礼
品
の
仕
組
み

に
よ
り
、
出
身
地
な
ど
ゆ

か
り
の
あ
る
市
町
村
の
地

場
産
業
の
支
援
を
図
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
は
、
返

礼
品
と
な
る
地
場
産
品
に

よ
っ
て
の
み
寄
附
先
と
な

る
市
町
村
を
選
ぶ
傾
向
が

強
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

推
進
す
る
上
で
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
返
礼
品
基
準
の
厳

格
化
が
進
み
、
本
村
に
お

け
る
寄
附
に
つ
い
て
も
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

質
問
い
た
だ
い
た
１
点

目
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
は
県
内
３
村
が
１
億
円

以
上
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

村　

長

　

県
内
59
市
町

村
の
令
和
５
年

度
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
速
報
値
が
地
方
紙
に

掲
載
さ
れ
、
中
島
村
は

前
年
よ
り
増
加
し
た
も

の
の
県
内
で
の
納
税
額

は
下
位
に
低
迷
し
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

歳
入
増
加
、
産
業
活
性
、

観
光
促
進
、
雇
用
、
移

住
、
復
興
、
教
育
支
援

等
、
自
治
体
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
大

き
な
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
額
増
額
に
向
け

て
、
３
点
を
質
問
し
ま

す
。

①
県
内
の
村
で
１
億
円

以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
返
礼
品
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

②
中
島
村
の
寄
附
額
の

多
か
っ
た
返
礼
品
の
内

容
は
。

③
令
和
６
年
度
中
島
村

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
額
の
推
進
に
向

け
た
今
後
の
計
画
は
。

れ
ぞ
れ
、
自
然
環
境
や
風

土
を
生
か
し
た
観
光
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
名
産
品
な

ど
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
Ｐ
Ｒ
に
有
効
な
資
源

の
活
用
に
成
功
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

２
点
目
、
中
島
村
の
寄

附
額
が
多
か
っ
た
返
礼
品

に
つ
い
て
で
す
が
、
一
番

多
か
っ
た
返
礼
品
は
牛
肉

１
５
７
万
６
千
円
（
46

件
）
、
次
に
黒
鶏
肉
の
加

工
品
30
万
２
千
円
（
24

件
）
、
次
い
で
黒
鶏
の
卵

22
万
円
（
24
件
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
を
見
て
も
牛
肉
や
黒
鶏

関
係
の
返
礼
品
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
、
主
に
３
点
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
中
島
村
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
取
り
扱
う
サ
イ
ト

を
こ
れ
ま
で
の
４
か
所
か

ら
、
６
か
所
に
拡
大
し
、

さ
ら
に
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
返
礼
品
等
の
Ｐ
Ｒ
ペ

ー
ジ
の
作
成
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
返
礼
品
の

充
実
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
支
払
い
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
中
島
村
限
定

で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

返
礼
品
と
し
て
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
返
礼
品
取

扱
事
業
者
の
拡
大
で
、
現

在
、
新
た
な
事
業
者
に
取

扱
品
に
つ
い
て
打
診
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村ホームページでの返礼品PRの様子
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消防団の組織を継続していくために村は消防団の組織を継続していくために村は
どのように取り組んでいくのか？どのように取り組んでいくのか？
消防団ＯＢの活用など、消防団と協議、検討
を行いながら対策を進めている。 椎

しい

名
な

　康
やす

夫
お

 議員

　

１
点
目
に
つ
い
て
で

す
が
、団
員
確
保
に
つ
い

て
の
活
動
は
、消
防
団
の

各
部
に
お
願
い
を
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、村
の
取
組
と
し
て
、

消
防
団
員
の
報
酬
等
の

見
直
し
な
ど
を
行
い
、処

遇
改
善
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、人
口
減
少
に

加
え
、一
般
に
若
年
層
の

　

地
域
に
お
け

る
消
火
活
動
、

災
害
時
の
対
応
や
救

助
活
動
、
夜
間
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
の

守
り
手
と
し
て
大
変
重

要
な
存
在
で
あ
る
の
が

消
防
団
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
組
織
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
村
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
、
現
状
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
、

以
下
の
３
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

①
消
防
団
を
将
来
に
わ

た
り
持
続
さ
せ
る
た
め

に
も
、
若
手
の
団
員
確

保
は
最
重
要
課
題
と
な

り
ま
す
が
、
村
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

②
現
在
、
２
分
団
10
部
、

本
部
25
名
、
計
２
０
１

名
で
団
を
構
成
し
て
い

ま
す
が
、
人
員
確
保
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
各
部
の
定
数

見
直
し
を
考
え
る
時
期

に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

条
例
で
定
員
が
２
０
１

名
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
数
字
の
根

拠
は
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

③
今
年
の
春
、
毎
年
恒

例
で
あ
っ
た
河
川
敷
や

幹
線
水
路
等
の
野
火
焼

き
が
一
部
を
除
い
て
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

価
値
観
が
変
化
し
、新
規

入
団
す
る
若
者
が
減
少

し
続
け
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、本
村
の
消
防

団
に
お
い
て
も
、近
年
同

じ
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。消
防
団
員
の
確
保
に

当
た
っ
て
は
、時
代
に
即

し
て
、若
年
層
が
参
加
し

や
す
い
も
の
に
変
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、消
防
団
確
保
に
お
い

て
、時
代
に
合
っ
た
取
組

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
を

参
考
に
、対
策
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
現
在
の
定

数
２
０
１
名
に
つ
い
て

は
、平
成
９
年
に
村
消
防

団
の
分
団
数
７
分
団
を

２
分
団
に
再
編
成
し
た

際
に
定
め
て
お
り
ま
す

が
、平
成
９
年
当
時
の
改

正
資
料
が
残
っ
て
お
ら

ず
、当
時
の
在
籍
団
員
数

を
定
数
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、定
数
見
直
し
を

行
う
際
は
、村
消
防
団
と

協
議
検
討
を
行
い
、本
村

に
合
っ
た
定
数
を
定
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、消

防
団
が
主
体
と
な
っ
て
行

っ
て
い
た
野
焼
き
は
、枯

れ
草
火
災
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
に
つ
い
て
は
、個
人

が
火
入
れ
し
た
の
が
原

因
と
思
わ
れ
る
住
宅
の
一

部
火
災
及
び
野
火
火
災

が
同
日
に
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、消
防
団
主
体

の
野
焼
き
を
中
止
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
以
降
の
野
焼
き

の
実
施
に
つ
い
て
は
、各

行
政
区
が
主
体
で
火
入

れ
を
行
い
、消
防
団
は
延

焼
防
止
に
努
め
て
実
施

で
き
な
い
か
、各
行
政
区

長
に
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。各
行
政
区
か
ら

回
答
い
た
だ
い
た
後
、消

　

学
校
を
卒
業
し
て
地
域

に
お
ら
れ
る
方
等
を
中
心

に
、
性
別
に
関
係
な
く
お

願
い
す
る
こ
と
も
今
後
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

若
年
層
の
消

防
団
員
と
い
う

の
は
ど
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

スマホから
見られます録画中継はこちら

防
団
と
各
行
政
区
で
協

議
を
行
い
、実
施
箇
所
を

決
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答

問
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答 藤
ふじ

田
た

　利
としはる

春 議員
役場庁舎建築工事に伴い、現在は倉庫として利用している。貴重な
ご意見を寄せていただくことでよりよい活用方法を検討していきたい。

問 童里夢公園内にある中島村コミュニ童里夢公園内にある中島村コミュニ
ティーセンターの活用状況は？ティーセンターの活用状況は？

　

１
点
目
の
現
在
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
役
場
庁
舎
建
築
工

事
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室

及
び
研
修
室
等
に
各
関
係

課
の
書
類
等
を
一
時
保
管

し
、
現
在
は
倉
庫
と
し
て

利
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
建
設
関
係
の
工
事
設

計
書
や
図
面
等
が
多
く
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

校
外
学
習
等
を
除
き
、
一

般
の
方
々
の
利
用
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年

村　

長

　

童
里
夢
公
園

内
に
あ
る
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
10
年
３

月
に
設
置
目
的
が
条
例

で
定
め
ら
れ
、
地
域
防

災
の
推
進
と
地
域
農
業

の
振
興
を
図
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
条
例
第
３
条
で

は
活
用
す
る
目
的
と
し

て
、
防
災
に
関
す
る
こ

と
、
地
域
住
民
の
交
流

に
関
す
る
こ
と
、
都
市

と
農
村
の
交
流
に
関
す

る
こ
と
、
集
落
農
園
の

利
用
促
進
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
村
長
が
必

要
で
あ
る
と
認
め
た
事

業
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
現
在
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
条
例
の
中
身
を
考
え

な
が
ら
、
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
村
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

度
の
役
場
整
備
事
業
外
構

工
事
に
お
い
て
、
書
庫
を

建
設
予
定
で
あ
り
、
完
成

後
、
書
類
等
を
移
動
し
、

施
設
は
使
用
前
の
状
態
に

戻
す
予
定
で
す
。
そ
の
後

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
本

施
設
は
補
助
事
業
を
活
用

し
建
設
し
た
施
設
で
あ
り

ま
す
の
で
、
施
設
の
設
置

管
理
等
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
に
よ
り
条
例
で

定
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

条
項
中
に
、
利
用
す
る
業

務
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
目

的
に
合
っ
た
内
容
に
沿
っ

て
、
今
後
も
利
用
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
で
す

が
、
過
去
に
、
幾
度
と
な

く
本
施
設
に
関
す
る
ご
質

問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
利
用
率

を
上
げ
る
方
法
と
し
て
、

村
民
の
方
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
や
、
議
員
の
方
々
か
ら

も
ご
提
案
が
あ
れ
ば
、
村

も
積
極
的
に
考
え
て
い
き

た
い
と
申
し
上
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

回
の
施
設
の
具
体
的
な
利

用
方
法
の
提
案
は
、
こ
れ

か
ら
の
施
設
の
有
効
利
用

が
で
き
る
よ
う
な
参
考
例

と
し
て
捉
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
ご
意
見
を
寄
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

よ
り
よ
い
活
用
方
法
を
、

スマホから
見られます録画中継はこちら

③
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

輝
ら
里
で
展
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
村
の
民
芸

品
、
村
民
の
各
種
工
作

物
の
展
示
場
所
と
し
て

活
用
し
、
交
流
の
場
と

し
て
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
村
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

◀
中
島
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

▶
輝
ら
里
で
の
展
示
の
様
子

多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
利
用
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

8
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藤
田
利
春
議
員
は
、
村
議
会

議
員
と
し
て
20
年
以
上
在
職
さ

れ
、
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
特
別
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
令

和
５
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
・

基
金
の
運
用
状
況
審
査
を
実
施

し
、
帳
簿
関
係
書
類
調
査
、
現

地
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
の
説
明
は
９
月
定
例

会
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

議
会
の
様
子
は
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
動
画
（
録
画
）
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
中
島
村　

議
会
中
継
」

と
検
索
す
る
と
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
録
画
中
継
の

サ
イ
ト
を
開
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

の
カ
メ
ラ
で
読
み
込
む
と

す
ぐ
に
動
画
を
見
る
ペ
ー

ジ
が
開
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

７
月
２
日
福
島
市
と
う
ほ

う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
「
議
会
の
〝

見
え
る
化
〟
＆
住
民
と
の
〝
信

頼
関
係
〟
―
議
会
広
報
の
基
本

と
編
集
―
」
と
題
し
、
議
会
広

特
別
功
労
者
表
彰

令
和
５
年
度
決
算
審
査

ご
存
じ
で
す
か
？

議
会
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
見
ら
れ
ま
す
！

令
和
６
年
度
町
村
議

会
広
報
研
修
会

鳥
取
県
三み

朝さ
さ
町ち
ょ
う

　
　
行
政
視
察
訪
問

　
７
月
18
日
に
鳥
取
県
三
朝
町

議
会
の
総
務
教
育
常
任
委
員
６

名
が
本
村
の
防
災
ア
プ
リ
や
児

童
館
の
学
習
支
援
、
学
校
給
食

費
無
料
化
事
業
に
つ
い
て
視
察

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
各
担
当
課
か
ら

事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

児
童
館
輝
ら
キ
ッ
ズ
に
お
い
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
室
や
遊
戯
室
・
学

習
室
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
に
と
っ
て
、

見
や
す
い
・
伝
わ
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

9



議会だより　R6.8

議会のうごき議会のうごき

　

鮮
や
か
な
緑
の
田
園
風
景
の
広
が

る
中
、中
体
連
県
南
地
区
大
会
が
開

催
さ
れ
、出
場
し
た
選
手
の
活
躍
に

感
動
し
ま
し
た
。７
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
た
県
大
会
で
は
、男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
第
３
位
を
勝
ち
取
り
、東

北
大
会
に
進
出
さ
れ
ま
し
た
。勝
つ

喜
び
、負
け
た
悔
し
さ
は
一
生
の
思
い

出
に
成
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

７
月
３
日
か
ら
新
し
い
紙
幣
が
20

年
ぶ
り
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。野
口

博
士
の
千
円
札
が
な
く
な
る
事
に
一

抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

連
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
熱

中
症
対
策
を
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。�

（
向
井
）

編
　
集
　
後
　
記

3月 25日 例月出納検査

４　

月

1日 辞令交付式
7日 全村一斉クリーンアップ事業
8日 小学校・中学校入学式
8日 広報編集委員会
10日 幼稚園入園式
11日 老人クラブ連合会総会
21日 白河支部春季連合検閲
25日 例月出納検査
29日 小室信一氏旭日雙光章受章祝賀会
30日 中島村国際交流協会総会

５　

月

15日 中島村商工会総会
18日 小学校運動会
21日 全国町村議会議長・副議長研修会
22日 交通安全・防犯パレード
23日 地方植樹祭
24日 例月出納検査
27日 令和６年第２回白河地方広域市町村圏整備組合議会臨時会
27日 社会福祉協議会理事会
30日 議会運営委員会

６　

月

3日 令和６年度福島県町村議会議長会定期総会
6日 令和６年第２回定例会（～11日）
26日 例月出納検査
27日 令和６年第２回臨時会

７　

月

2日 町村議会広報研修会
14日 福島県県消防協会白河支部幹部大会
18日 鳥取県三朝町総務教育常任委員会行政視察
19日 中島村商工会企業連絡協議会通常総会
24日 例月出納検査
26日 県南地方町村議会議長会研修会
31日 決算審査（～２日）

第 ３ 回

　今回はご夫婦で登場して頂きました。趣味
は２人で旅行される事です。国内はもとより、
アメリカ、中国、フランスなど多くの国々を
訪問されて、その数、20数ヶ国に及ぶそうで
す。居間の壁には思い出の写真が沢山飾られ
ています。
　もうひとつの趣味はカラオケです。お二人
共自慢の喉をお持ちです。秋に行われる村の
芸能発表会では、実行委員長として会を運営
され、尚且つマイクを握り一曲披露される姿
は、皆さんも目にしている事と思います。旅
行もカラオケも「健康であればこそ」と。年
齢に応じた健康維持法があると仰ってました。
　村への要望として、村内各地区にある“サ
ロン”の充実と支援、村文化団体の活性化、
発展充実に力を入れてほしい等のご意見をい
ただきました。
　みんなが人生をいかに豊かに暮らせるか、
気配りされている畠山さんご夫妻は、素晴ら
しいご長寿さんでした。(椎名、小林)

畠山  ヒサ子さん ・畠山 　実さん

89
歳

91
歳

　
「
な
か
じ
ま
議
会
だ

よ
り
」
表
紙
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真

　
中
島
村
内
で
撮
影
さ

れ
た
カ
ラ
ー
写
真
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格

　
中
島
村
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

■
応
募
方
法

　
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影

日
時
を
記
載
し
、
議
会

事
務
局
へ
電
子
メ
ー
ル

か
、
直
接
電
子
デ
ー
タ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日

11
月
号

令
和
６
年
10
月
４
日
㈮

２
月
号

令
和
７
年
１
月
８
日
㈬

５
月
号

令
和
７
年
３
月
28
日
㈮

■
選
考
方
法

　
編
集
委
員
会
で
選
考

の
上
、
採
用
写
真
を
決

定
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
方
に
粗
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
は
村
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
を

募
集
し

ま
す
！

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp
　　　　　　　　　　　（議会事務局宛）

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1
　　　　電 話 0248－52－3486

発行

（滑津原）
昭和８年４月生 昭和10年２月生
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